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分科会２

歴史・⽂学

講演　鈴木 喬

奈良大学文学部 准教授

『万葉集にみる古代の女性』

講演　渡辺 晃宏

奈良大学文学部 教授

『古代の女帝たちの実像に迫る』

奈良県橿原文化会館小ホール

主催：日本女性会議2025橿原実行委員会・橿原市
問合せ：日本女性会議2025橿原実行委員会事務局（橿原市人権政策課内）
TEL：0744-21-1090 日本女性会議

ホームページ
日本女性会議

公式インスタグラム

10/3
12:30~14:30

(金)

司会　奈良大学
大学生

1,300年前の日本を生きた女性の実像を
歴史的研究、文学的研究から紐とき、
現代女性との対比により
ジェンダー問題の社会的背景を考えます。

前半分科会

日本の歴史では8代10人の女性天皇が知られてお
り、このうち8代6人は、古代の6世紀末から8世紀
までに即位した天皇です。推古、皇極（斉明）、
持統、元明、元正、孝謙（称徳）の女帝たちで
す。女帝は中継ぎのための存在とされることも多
いですが、本当にそうだったのでしょうか。なぜ
この時代に女帝が多いのかを個別に再検討しなが
ら、これら古代の女帝たちの果たした本当の役割
について考えていきたいと思います。

「元始、女性は太陽であった」（平塚らいてう）
文字通り、神話の世界では、女神・アマテラスは
太陽神であり、世界における秩序の中心で描かれ
ます。人間の世になると、男が女の家に通うとい
う、当時の婚姻形態を背景として、『万葉集』を
はじめ、古典文学では「待つ女」が一定の型とし
て描かれます。一方で、『万葉集』は、待つ女、
耐える女性の歌ばかりではありません。男性と対
等に歌を交わし合うのです。そのような「待つ
女」ではない、女性の歌を介し、古代の女性につ
いて考えてみたいと思います。



主催：日本女性会議2025橿原実行委員会・橿原市
問合せ：日本女性会議2025橿原実行委員会事務局（橿原市人権政策課内）

TEL：0744-21-1090

橿原市民（※先着400名）　　　1,000円

●参加費　※分科会・全体会に参加可能

市内在住・在学の学生（※先着300名）無料
一般 5,000円 / その他の学生（※先着200名）無料

参加費を
引き下げました！


